
　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時

　
10
月
18
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場
　
総
務
課

　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

５
２
２
１

　

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　「
里
親
制
度
」

　

里
親
制
度
と
は
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
の
養
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分

の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情

と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
養
育
し

て
い
た
だ
く
子
ど
も
の
福
祉
の
た
め

の
制
度
で
す
。

　

管
内
で
は
、
里
親
登
録
数
が
多
い

地
域
と
少
な
い
地
域
が
あ
り
、
各
地

今月の納期

●介護保険料　第４期
　　　　　納期限　　10月 25日㈬

（注）口座振替をご利用の方は、10月 25

日㈬に引落しになりますので、前日までに

残高の確認をお願いします。

●上下水道使用料金　９月分
　　　　　納期限　　10月 10日㈫

●国民健康保険税　第４期
　　　　　納期限　　10月 25日㈬

●住宅使用料　10月分
　　　　　納期限　　10月 31日㈫

●町道民税　第３期
　　　　　納期限　　10月 31日㈫

ちゃん
わが家の

め ん こ

　

　いつも笑顔で元気な子になってほしいで
す。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（悟史さん・真由美さん）

歌やおどりが大好きで、お兄ちゃんたち

と一緒に楽しくおどっています。

石
いしかわ

川　咲
さ な

奈
（10 月 27 日生・美国町）

ちゃん

眞
し ん さ か や

酒谷　奏
か ん な

那 ちゃん

（10 月 31 日生・美国町）

　音のなるおもちゃが好きで、音楽が流れ

ると手をたたいて喜んでいます。

　まわりの人を大切にし、思いやりのある
子に育ってほしいです。
　　　　　　　　　　　（勇喜さん・華奈さん）

に
里
親
さ
ん
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
に
は
、
一
般
的
な
「
養

育
里
親
」
の
ほ
か
、
養
子
縁
組
限
定

の
「
養
子
縁
組
里
親
」、
両
親
の
死

亡
等
に
よ
り
祖
父
母
等
が
お
孫
さ
ん

を
養
育
す
る
よ
う
な
「
親
族
里
親
」

が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
の
養
育
に
お
力
を
お
貸
し

く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
札
幌
市
）

℡
０
１
１

－

6
3
1

－

0
3
0
1

　
９
月
号
の
４
ペ
ー
ジ

「
恋
す
る
灯
台
」
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
同
財
団
に
託
さ
れ

3

3

3

　
　 

ま
し
た

（
正
）
同
財
団
に
託
し

3

3

ま  

　
　 

し
た

（
誤
）
礎
石
（
き3

せ
き
）

（
正
）
礎
石
（
そ3

せ
き
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】
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　「北海道総合計画」は、すべての道民の皆様が、今後のめざす姿と進むべき道筋を共有し、その

実現に向けて、お互いに連携を深め、力を合わせて取り組んでいくための指針として、平成 28 年

３月に道が策定しました。

　この計画に沿って、人口減少問題や道の強
きょうじんか

靭化などにしっかり対応し、北海道の多様な価値と強

みを活かした取組を進めていきますので、皆様の一層のご理解とご協力をお願いします。

　また、北海道では、道民の皆様に総合計画をご理解いただくため、団体・企業や学校、市町村等

を対象に出前講座を実施しています。「北海道総合計画」及び出前講座の詳細は、下記のホームペー

ジをご覧いただくか、北海道総合政策部政策局計画推進課にお問い合わせください。

【「北海道総合計画」ホームページ】
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/hokkaido_sogokeikaku.htm

【問合わせ先】　
　北海道総合政策部政策局計画推進課　℡ 011-204-5630

日本年金機構からのお知らせ

北海道国民年金基金からのお知らせ

　「国民年金基金」は、国民年金に加入してい

る方が任意で加入し、年金受給の際に、上乗せ

して受け取れる公的な年金です。

　掛金は課税所得から控除され、所得税・住民

税ともに軽減されます。

　60 歳～ 65 歳未満の方や海外に居住されてい

る方も加入することができます。

　詳しくは下記にお問い合わせください。

【問合わせ先】　
　北海道国民年金基金　℡ 0120-65-4192

　年金を受け取るための資格期間が 10 年以上

あれば年金を受け取ることができるようになり

ました。

　年金機構では、対象となる方に黄色の封筒を

お届けしています。書類をご確認ください。

　まだ、お手続きがお済みでない方は、お近く

の年金事務所または役場住民福祉課で手続きを

することができます。

　詳しくは下記へお問い合わせください。

【問合わせ先】　
　ねんきんダイヤル　℡ 0570-05-1165
　役場住民福祉課　　℡ 44-2113

「北海道総合計画」（平成28年度～平成37年度）について

10 月 16 日～ 22 日は行政相談週間です
- 国の行政等に関する相談をお寄せ下さい -

このようなご相談はありませんか？

　行政相談委員が、住民の皆さんからの行政に対する苦情

やご意見・ご要望等の相談に応じます。相談は無料、秘密

は厳守します。

〇道路がでこぼこになっていて通行に支障がある。

〇道路標識が分かりづらい、見えづらい。

〇登記や年金について、聞きたいことがある。

〇役所に相談したいが、どこの窓口に行けばよいかわから

　ない。

■行政相談委員は、あなたと行政を結ぶパイプ役です。

・特設行政相談所の開設

日時：10 月 19 日（木）　午前９時から正午まで

場所：総合文化センター１階　娯楽室

　相談は、行政相談以外でも随時受け付けています。役所

の仕事について納得がいかないこと、困っていること、ご

意見・ご要望等がありましたら、お気軽に行政相談委員に

ご連絡ください。

積丹町の行政相談委員：郷六憲子さん

（住所 /野塚町　電話 /45-6162）

８１０
北海道最低賃金が改定されました

時間額８１０円

※北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く全て
の労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む）
に適用されます。

北海道労働局　労働基準部　賃金課　011-709-2311

効力発生年月日 平成２９年１０月１日

 期間短縮による年金受給対象となる　

みなさん、お手続きはお済みですか？
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積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

今月の担当は・・

教育委員会生涯学習課

文化財保護主事 阿
あ べ

部 剛
たけし

　

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

　

 

神
威
鶴  

と
清
酒
の
話

　
今
か
ら
１
２
６
年
前
の
明
治
24

年
（
１
８
９
１
）
に
、
旧
余
別
村
で

生
ま
れ
た
清
酒
「
神
威
鶴
」
は
、
積

丹
町
の
地
酒
と
し
て
、
今
に
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

明
治
42
年
発
行
の
『
小
樽
区
外
七

郡
案
内
』
に
よ
る
と
、
白
方
与
次
郎

が
「
神
威
鶴
」
醸
造
を
開
始
し
た
頃

の
状
況
に
つ
い
て
、「
当
時
余
別
の

地
酒
醸
造
を
業
と
す
る
も
の
数
戸
存

ぜ
し
も
、（
中
略
）
遂つ

い

に
盡

こ
と
ご
とく

氏
の

経
営
の
巧
み
に
能あ

た

は
ず
し
て
閉
店

し
、
現
時
遂
に
氏
の
独
占
に
帰
す
」

と
あ
り
、
白
方
商
店
が
、
余
別
村
の

清
酒
醸
造
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

鰊
漁
が
盛
ん
な
明
治
・
大
正
時

代
に
お
い
て
、
清
酒
は
鰊
場
で
働

く
者
を
中
心
に
、
多
く
の
需
要
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
は
、

『
殖

し
ょ
く
み
ん
こ
う
ほ
う

民
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
統
計

資
料
な
ど
か
ら
、
清
酒
に
ま
つ
わ
る

記
録
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

　

『
殖
民
公
報
』
は
、
開
拓
が
進
む

通
な
ど
の
項
目
が
並
び
、
道
内
は
も

と
よ
り
、
他
府
県
へ
も
頒
布
さ
れ
、

北
海
道
の
開
拓
が
進
む
様
子
を
逐
一

伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

大
正
２
年
１
月
に
刊
行
さ
れ
た
第

70
号
に
は
、「
小
樽
区
（
※
）
に
お

け
る
清
酒
」と
題
し
た
記
事
が
あ
り
、

明
治
44
年
度
に
お
け
る
、
小
樽
港
か

ら
後
志
管
内
各
郡
へ
の
清
酒
出
荷
量

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
石
＝
１
８
０
リ
ッ
ト
ル
に
換
算

す
る
と
、
美
国
郡
へ
１
４
，
７
６
０

リ
ッ
ト
ル
、
積
丹
郡
へ
２
４
，

３
０
０
リ
ッ
ト
ル
が
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
時
小
樽
で
は
、
17
箇
所
の
醸
造

所
で
１
６
，
０
４
２
石
が
生
産
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
の
約
半
分
が
小
樽

港
か
ら
各
地
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ち
な
み
に
、
明
治
42
年
の
段
階
で

白
方
商
店
で
は
３
８
０
石
（
６
８
，

４
０
０
リ
ッ
ト
ル
）
醸
造
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
小
樽
港
か
ら
積

丹
郡
へ
出
荷
さ
れ
た
量
の
約
３
倍
が

地
元
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

同
じ
く
大
正
２
年
11
月
刊
行
の
第

75
号
に
は
、
第
３
回
北
海
道
清
酒
品

評
会
の
模
様
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
品
評
会
は
、
同
年
９
月
に

札
幌
で
開
催
さ
れ
、
全
道
各
地
の
醸

造
家
の
８
割
に
当
た
る
１
２
３
名
が

出
品
し
た
清
酒
２
８
４
点
を
審
査

し
、
成
績
を
競
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
積
丹
郡
・
美
国
郡
か

ら
の
表
彰
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
最
高
賞
に
当
た
る
優
等
を
小
樽

区
の
「
花
吹
雪
ろ
号
」、
一
等
を
同

じ
く
小
樽
区
の
「
北
の
誉
一
号
」、

二
等
は
古
平
町
の
「
王
冠
」
な
ど
が

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
品
評
会
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

12
年
前
の
明
治
34
年
に
、「
神
威
鶴
」

は
、
現
在
の
後
志
管
内
を
対
象
に
開

催
さ
れ
た
「
小
樽
区
外
七
郡
酒
類
品

評
会
」
で
一
等
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
後
、
大
正
５
年
に
醸
造
元
を

小
樽
へ
移
転
さ
せ
、
京
阪
酒
造
店
を

買
収
し
、
白
方
酒
造
店
と
し
て
清
酒

の
製
造
販
売
に
当
た
り
、
旧
余
別
村

に
は
積
丹
支
店
と
し
て
販
売
部
門
が

残
り
ま
し
た
。

※
当
時
の
「
区
」
は
、道
外
の
「
市
」

に
準
ず
る
も
の
で
、
小
樽
区
、
札
幌

区
、
函
館
区
、
旭
川
区
な
ど
が
あ
っ

た
。

出
荷
先

数
　
量

古
平
郡

94
石

美
国
郡

82
石

積
丹
郡

１
３
５
石

岩
内
郡

１
６
９
石

寿
都
郡

２
７
１
石

北
海
道
の
各
産
業
の
状

況
を
紹
介
す
る
た
め
、

明
治
34
年（
１
９
０
１
）

か
ら
、
北
海
道
庁
が
編

集
発
行
し
、
年
間
数
冊

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
巻
の
目
次
に
は
、
土

地
及
人
口
、
農
業
、
林

業
、
漁
業
、
商
業
、
交

二
等
は
古
平
町
の
「
王
冠
」
な
ど
が

 

”

 

”
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交通安全はみんなの願い

■
発

行
・編

集
／

積
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10 月のこよみ

世帯数／1,132世帯（－２）

人　口／2,143人  （－５）

　男　／1,001人  （－２）

　女　／1,142人  （－３）

（ゼロ）

●転入／１人(－３)●転出／４人(－３)

●出生／０人(－２)●死亡／２人(－６)

平成29年８月31日現在､(　)内は前月比

1
0
月
号
№
670

この広報誌は再生紙を使用しています。

０死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第２位》

6,226日達成

（平成29年９月１日現在）

０

－ 10 月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

秋
高
し
物
み
な
ひ
び
く
船
入
澗
　
　 

　
　
　
　
　
成
田
智
世
子

父
の
忌
や
ひ
と
夜
ひ
と
夜
の
秋
め
け
る 

　
　
　
　
藤
原
　
わ
子

馬
車
ツ
ア
ー
の
岬
六
村
花
ど
ぐ
い
　
　 

　
　
　
　
戸
来
　
和
子

鮭
漁
の
解
禁
胴
付
き
合
羽
出
す
　
　
　 

　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

二
学
期
や
黒
き
顔
し
て
登
校
す
　
　
　
　
　 

　  

河
岸
　
悟
郎

栗
南
瓜
鹿
の
爪
跡
点
々
と
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

鬼
や
ん
ま
吾
の
歩
幅
を
追
い
抜
き
し 

　
　
　
　
　
福
田
香
名
子

秋
日
さ
す
引
戸
に
手
を
か
け
立
つ
双
子
　
　
　
　
　
　 

朴

秋
の
空
「
恋
す
る
灯
台
」
鴎
二
羽
　
　
　
　
　
　 

福
井
　
新
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ふるさと納税の状況 ご協力ありがとうございました　

《平成29年８月31日現在》

４００件 １１，７７７，０００円

　
善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

佐々木　留惠子　様（美国町）
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日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

１日（日） 勤 医 協 余 市 診 療 所 余市町黒川町 22-2861

８日（日） な が い 小 児 科 医 院 余市町大川町 23-6881

９日（月） 田 中 内 科 医 院 余市町浜中町 22-6125

15 日（日）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

22 日（日）林 病 院 余市町山田町 22-5188

29 日（日）よ い ち 北 川 眼 科 医 院 余市町黒川町 22-1308

10月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

住　吉　　毅　　様（余別町） ２０，０００円

２㈪ ●Ｂ＆Ｇシネマ（15:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

３㈫ ●マタニティ教室①（10:30～12:30 総合文化センター）

７㈯ ●国有林自然散策会（10:00～ 婦美町国有林）

10㈫ ●マタニティ教室②（10:30～12:30 総合文化センター）

12㈭
●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

14㈯
●「ＪＴの森積丹/2017年 秋 」森林保全活動
（10:30～　美国川流域エリア）

15㈰ ●ボタニカル植栽イベント（旧積丹牧場）

16 ㈪ ●Ｂ＆Ｇシネマ（15:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

17 ㈫
●巡回ワンコイン健診結果説明会
（10:00～15:00 総合文化センター）

18 ㈬
●乳幼児健診・健康相談
（9:30～15:00 総合文化センター）

19 ㈭
●特設行政相談（9:00～12:00 総合文化センター）

●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

23 ㈪ ●Ｂ＆Ｇシネマ（15:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

26 ㈭
●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

30 ㈪ ●Ｂ＆Ｇシネマ（15:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）
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